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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本語学習者のオンライン上でのやりとりをコミュニケーション分析した結果
、学習者が学習の初期段階から日本語母語話者とオンライン上でやりとりすることで、生の日本語に触れる機会を増や
し、日本語使用への自信につながっていることが分かった。特にSNS上では、言語の切り替えが可能なため、初級の段
階から日本語母語話者との活発な交流が期待できる。
日本語母語話者との継続的なつながりを支援するためには、教師は学習者の自主的な活動に加え、教室内においても母
語話者との交流の機会をできるだけ作り、日本語母語話者にとっても学習者との交流が自身の成長につながり、楽しい
と実感できる仕組みを作っていく必要がある。　

研究成果の概要（英文）：In this study, online communications by learners of Japanese were analyzed. The 
result showed that through communicating online with native Japanese speakers from the early stages of 
their studies and thereby increasing their opportunities of encountering natural Japanese, learners 
gained confidence in using Japanese. Social networking sites in particular make it possible to switch 
between languages, so learners can be expected to interact proactively with Japanese native speakers from 
the beginning of their studies. In addition to learners’ independent activities, in order to support 
learners’ continuing interaction with the native Japanese speakers, instructors must create as many 
opportunities as possible for learners to interact with native speakers in the classroom, and also 
establish a structure which is both fun and leads to the development and growth of native Japanese 
speakers as well.
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１．研究開始当初の背景 
 
（１）研究開始当初の背景としては、スマー
トフォンの急速な普及に伴い、日本語学習者
を取り巻く学習環境も大きく変わりつつあ
った。角南（2012）は、スマートフォンが学
習者の日常のほとんどの場面で PC の代わり
に使える性能を持ち、さらにいつでもどこで
も、ながらでも使えるという携帯電話の気軽
さも備えているため、「このスマートフォン
の普及が引き起こそうとしている変化は、こ
れまでになく重要な転機である」と指摘して
いる。しかし実際に学習者がスマートフォン
を持ち、オンライン上で日本語に触れ、日本
語母語話者とつながる機会が増えても、その
実態が把握できておらず、学習ストラテジー
としてのそのような活動が学習者の日本語
習得に有効であるかどうかまでは検証でき
ていないのが現状であった。 
 
（２）研究開始当初の日本語教育の動向とし
ては、学習者主体の学習や学習者同士の共同
学習などに目が向けられ、特に、教室外学習
での学習者の自主的な活動が大いに期待さ
れていた。しかし、学習者主体の活動におい
ては、教師および支援者の関わり方が大きな
課題となっており、特に実社会との結びつき
が強い活動ほど、教師側の活動に対する信念
と学習者側の信念がうまく噛み合わなけれ
ば、学習効果は期待できないという問題があ
った。 
 
 ２．研究の目的 
（１）本研究の目的は、初級日本語学習者の
SNS などオンライン・ツール使用の実態を調
査し、オンライン上でのやりとりを学習スト
ラテジーという観点でコミュニケーション
分析することでその有効性を検証すること
である。 
 
（２）次に、SNS などを含むオンライン・ツ
ールを用いた体系的な学習環境デザインを
構築し、実際の教育の現場での応用可能性を
探ることである。 
 
（３）また、学習者がオンラインおよびオフ
ラインの実社会で作り上げる学習環境に、教
師および支援者はどのような関わり方をす
るのがより効果的な学習に導くことが可能
かについて探ることである。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、（１）国内・外の初級日本語学
習者へ日本語学習環境および SNS 使用に関
するアンケート調査、（２）韓国の高校との
遠隔通信による交流型授業の実施、（３）教
室外活動としての日本語母語話者との SNS
による交流の実施、（４）オンライン上での
やりとりをコミュニケーション分析、（５）
学習環境デザインの構築、（６）教育現場で

の応用、という手順で進められた。 
 韓国の高校との遠隔通信による交流型授
業については、本研究の代表者が所属する東
北文教大学の姉妹高校である韓国正義女子
高等学校の 1 年〜3 年生の生徒を対象に年 6
回、合計 18 回実施した。 
 また、教室外での SNS など日本語学習者と
日本語母語話者とのオンライン上でやり取
りの分析の際には、談話研究の手法を用いて
コミュニケーション分析を行った。 
 
４．研究成果 
 
（１）日本語学習者の学習ストラテジーとし
てのオンライン・ツール使用の有効性につい
て 
 澤・渡辺（2012）では、日本国内の日本語
学習者と母語話者とが行うSNS上でのやりと
りを分析した結果、「学習者が SNS ツールを
用いてコミュニケーションを行う目的は、日
本語母語話者と同様、仲間同士の交流を一番
強く意識している。学習者が形成するネット
ワークの中に良き仲間であり、支援者の役割
を同時に担う関係作りができれば、SNS を有
効的な学習ストラテジーとして活用でき
る。」と述べている。 
 本研究では、国外で日本語を学ぶ学習者と
日本語母語話者とのつながりのきっかけを
作るために、遠隔通信による授業を取り入れ
る他、日本語学習者と日本語母語話者が授業
外でも自由にSNS上でやり取りができるよう
にした。SNS による交流に際しては、参加者
同士が「日本語が分からない」「韓国語が読
めない」などの言語的な不安から活発な交流
ができなくなることを避けるため、事前にグ
ループとして登録しておいた遠隔授業の受
講生および担当教員のみが閲覧できる設定
をし、使用言語を限定せず、日本語、韓国語
どちらでも使いやすい方、使ってみたい方を
選んで使用するように指示した。その結果、
日本語初級段階の学習者であっても日本語
使用への不安が軽減され、積極的な参加が見
られた。また、日本人母語話者においても、
学習者との交流が自分にとって有益であり、
楽しいと感じる人ほどより積極的な参加が
見られた。つまり、日本語母語話者と学習者
とのオンライン上でのやり取りにおいては、
参加者が参加しやすいと感じる環境作りや
楽しいと感じる環境作りが最も重要である
ことが分かった。 
 
（２）交流型遠隔授業を用いた体系的な学習
環境デザイン 
①支援者になりうる仲間づくり 
 澤・渡辺（2012）では、SNS 上での日本
語母語話者と学習者とのコミュニケーショ
ン分析を通じて、教室内での教師と学習者と
いう立場は、教える側、学ぶ側が決まってお
り、対等な立場での自然な会話の流れにはな
かなかなりにくいが、「SNS 上でのやりとり



は、教室外環境であり、そこでの参加者の役
割はコミュニケーションの仲間でありなが
ら、双方向的な支援者になれる理想的な関係
作りが可能である」と指摘している。実際、
遠隔授業をきっかけに受講生同士は授業以
外でもやりとりが行われ、仲間としての関わ
りだけでなく、お互い日本語学習や韓国語学
習の手助けをするという支援者としての関
わりも見られた。遠隔授業はこのように日本
国内で学ぶ留学生のみならず、海外で学ぶ日
本語学習者と日本語母語話者をつなぐ場と
して有効的な働きが可能である。特にネイテ
ィブとの関わりの少ない海外の学習者にと
って遠隔授業は仲間作りの場を提供し、個人
と個人がつながりやすいものにするための
きっかけを与えられる。 
 
②継続的な学習支援のための学習過程の可
視化 
 遠隔授業を中心とした一連の活動では、来
日前の日本語学習の初期段階から学習者の
学習過程を分析可能な形として可視化する
ことができる。学習者が作り上げるオンライ
ン上での実社会を調査・分析することで、学
習者を取り巻く学習環境の実態を把握する
ことができ、より有効的な学習ストラテジー
として教授可能な学習環境デザインを構築
することができる。 
 特に、本研究で行った遠隔授業は、韓国の
高校を対象としていることから、今後日本へ
の留学を促すための中等教育機関への働き
かけにもなる。海外の中等教育機関から、日
本の高等教育機関への円滑な移行のために
も、来日前からの継続的な学習支援が必要で
あると考える。 
 
③異文化理解のコミュニケーション・ツール
としての活用 
 當作（2013）は、ソーシャルネットワーク
ングアプローチでは、異なる文化の人と円滑
にコミュニケーションするためには、自分の
文化と相手の文化の違いに気づき、人に合わ
せて第三の文化を作り上げる能力が必要で
あると述べている。遠隔授業では、異なる文
化背景を持つ参加者同士が協同作業を行い
ながらオンライン・オフライン上でコミュニ
ケーションを行うことで、新しいコミュニテ
ィを形成し、つながりをより強いものにして
いくことが可能である。このような「つなが
り」を創り出すコミュニケーション能力は日
本語学習者だけでなく、日本語母語話者であ
る日本人学生たちにも同様に必要な能力で
ある。 
 異なる言葉、文化の違いや空間的制約を越
え、協同作業を行うためには、ソーシャルメ
ディアの有効的な活用が必要不可欠である。
そのためには、教員主導の授業においても参
加者が使いやすいもの、つながりやすいもの
を積極的に取り入れることによって、よりつ
ながりを強力なものにできると考える。同時

に参加者の活動の様子を教師がある程度把
握し、管理することができれば、より使いや
すさを実感できるような仕組みづくりが可
能になる。 
 
（３）継続的な交流のための教師の役割 
 日本語学習者がオンライン上で母語話者
とつながり、継続的な交流を行っていくため
に、教師が担うべき役割は次の四つにまとめ
られる。 
 ①交流の場の提供者：教室内・外において
受講生同士が自由に交流できる活動の場を
作ることである。②活動内容の企画者：受講
生が継続して関わりたくなる仕掛け作りが
重要である。③仲間であり後見人：仲間の一
員として交流の場に参加しつつ、後見人とし
て活発な活動を促すことが必要とされる。④
活動のチェック・観察者：うまく交流できた
部分とできなかった部分の原因分析を行い、
迅速に活動内容の修正を行うことである。こ
のような一連の流れを繰り返し行うことで、
継続可能な交流の場としての授業を作り上
げることが可能であると考える。 
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